別紙様式
平成２３年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：国際化推進費
	事業名:移住者等援護協力活動費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　総合企画部　国際課　地域国際化担当　電話番号：058-272-1111（内2354）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11129@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：3,808千円（前年度予算額：3,808千円）

	事業内容


	１　事業の内容


（１）県費留学生地域共生活用促進事業費
①移住者支援
岐阜県出身ブラジル移住者の子弟を受け入れ、留学生として県内の大学等で勉学させることにより、将来にわたり本県とブラジルの交流・協力を推進する人材を育成し、移住者社会を支援する。
②多文化共生推進支援
日本語支援の必要な児童生徒への日本語支援や、国際交流団体の実施する事業への参加等、県や市町村の推進する多文化共生施策推進を支援する。

（２）海外岐阜県人会移住協力事業補助金

明治維新以降、国策として南米へ送り出された岐阜県出身の移住者が、移住者相互の支援や親睦を目的として結成した、在ブラジル岐阜県人会、在アルゼンチン岐阜県人会並びに在ペルー岐阜県人会の実施する、日本文化継承等の事業へ補助する。(定額補助)

	２　所要経費


（１）県費留学生地域共生活用促進事業費
①移住者支援　2,489千円
②多文化共生推進支援　69千円

（２）海外岐阜県人会移住協力事業補助金

①在ブラジル岐阜県人会　800千円

②在アルゼンチン岐阜県人会　250千円

③在ペルー岐阜県人会　200千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅴ ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり
２ 多様なつながりを持ち、地域を支える力を持った人を育てる
	２　これまでの取組状況


　昭和４４年度から平成１５年度まで現地移住者支援を目的として実施してきた「県費留学生受入事業」を、平成１６年度以降は、県内日系ブラジル人の急増に対応するため、これまでの移住者支援に加え、地域における在住外国人との共生支援を推進する「県費留学生地域共生活用促進事業」として実施している。
また、移住先の国々においても、岐阜県出身者であることの誇り・文化を子々孫々に継承するための現地県人会活動を支援するため、毎年度補助金を交付している。
	３　これまでの取組に対する評価


県費留学生は、留学先での勉学による自己研鑽のほか、日本語支援が必要な日系ブラジル人児童に対する日本語指導や交流を通じて、子どもたちの不安やストレス軽減に貢献している。また、帰国後も現地社会で技術者、専門家として活躍するのみならず、国の発展に貢献している。

現地県人会活動への支援は、国策として送り出された移住者のアイデンティティの継承に欠かせないものとなっている。また、今後の岐阜県とブラジル、アルゼンチン、ペルーとの交流促進において、現地県人会は核となる存在になっている。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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